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高周波誘導加熱を応用した過熱水蒸気による新事業に着手 
 

電気興業株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：近藤忠登史、以下 DKK）は、長年金

属の焼入れに使用してきた高周波誘導加熱技術を応用し、効率的に発生可能な過熱水蒸気※１による SDGs の

達成を念頭に置いた新事業に着手しました。 

 

 高周波誘導加熱は、短時間で高温発熱を実現できるため（約 5 秒間で 1000℃以上）、これまで DKK では自

動車や建設機械の金属部品焼入れに活用してきました。また、これを応用し、過熱水蒸気を発生させる装置開発に

取り組んでまいりました。DKK はこの技術を使って、食品の抗酸化処理による消費期限延長や産業廃棄物の乾燥

処理による減量化を目的とした新規事業に着手いたします。 

 

詳細は別紙参照。 

 

【今後について】 

本技術を活用することで食品ロス対策や産業廃棄物減量化といったグローバル規模の課題解決に向け、様々な

パートナー様との協業・協力の下、価値ある未来の実現を目指してまいります。 

 

※１ 100℃で蒸発した飽和水蒸気を更に高温加熱し 100℃以上となった透明な水蒸気のこと。 

 

     
_______________________________________________________________________________________________ 

【お問い合わせ先】 電気興業株式会社 総務部 ＩＲ・広報課      

T E L 03-3216-1682             M A I L kouhou@denkikogyo.co.jp 

        H P https://denkikogyo.co.jp/   YouTube  DKK 電気興業株式会社 
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別紙 

DKK過熱水蒸気装置の特徴 

●過熱水蒸気の特性： 

・非常に高い熱量（通常の熱風加熱の約 8 倍）を実現できる 

・極めて効率よく対象物に熱を加えることができ、とにかく短時間に乾燥させることができる 

・主な用途は調理、抗酸化処理、殺菌・滅菌、乾燥処理 

 

●高周波誘導加熱の利点： 

・工業的に中型・大型の設備による処理を行う場合、ガス等による通常の熱風加熱方式では処理時間、電気使 

用量の面で省エネ効果がないが、直接加熱を利用する高周波誘導加熱は、その効果を最大限に引き出すことが 

可能 

  

●DKK の優位点： 

・過熱水蒸気装置の性能を存分に引き出すための、処理対象の状態(粒状、粉状、泥状等)による処理装置の 

設計ノウハウを持つ 

  ・効率的な加熱・乾燥処理を可能にするいくつかの処理装置について特許を取得（下図参照） 

 

これら以外にもお客様の用途に応じた処理装置の設計・開発が可能です。今後はお客様とともに DKK の過熱水

蒸気装置を活用することで新しい事業創出を実現し、SDGs・ESG といった社会課題の解決にも貢献してまいります。 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

サイクロン方式 
過熱水蒸気装置 
特許 第 7063948 号 

落下分離方式 
過熱水蒸気装置 
特許 第 5771443 号 

サイクロン方式過熱水蒸気装置 落下分離方式過熱水蒸気装置 

特徴：米ぬかやドリップ済みコーヒー、産業 

廃棄物など、粉末状のもの向き。 

米ぬかなどの殺菌処理に利用可能で、

納入実績がある。 

 

特徴：米やそばの実など、粒状のもの向き。 

穀物の殺菌処理に最適で、短時 

間処理のため味覚の変化が少ない。 


